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 【編集後記】友愛の丘の石碑の一つに、こんな言葉があります。 
「1年先を見るものは花を植え、10年先を見るものは木を植え、100年先を見るものは人を育てる。」 
人を育てることは、手間も時間もかかる、とても難しいものです。 
しかし、その分、未来へつながる最も大切なことなのだと、この一年間、研修生の皆さんとかかわる中で何度も実感しました。 
実は私…赴任したばかりの頃、花壇に「花」を植えるつもりが、うっかりユーカリの木を植えてしまいました(笑)。 
当時は少し照れくさい失敗談でしたが、今振り返ると不思議なご縁だったように思います。 
ユーカリの木の花言葉は「再生」「新生」「思い出」「記憶」。季節は夏から秋へ。友愛の丘の景色も少しずつ表情を変えていきます。 
10年後、20年後にふと友愛の丘での研修や仲間との時間を思い出し、「あの経験が今につながっている」と感じてもらえたら、それ以上に嬉しいことはありません。 
今号を持ちまして、友愛の丘通信の担当を交代いたします。誌面を通して多くの笑顔をお届けできたことに心から感謝いたします。 
皆さまとのご縁を大切に、これからも友愛の丘が未来へ人を育てる場所であり続けることを願っています。本当にありがとうございました。 

８月２５日(火)友愛の丘にて消火・避難訓練を実施しました。 
今回は、夜間に宿泊棟のサービスコーナーから火災が発生し、実際に研修生が宿泊している状況を想定。 
火災発生から通報、館内への周知、誘導まで、本番さながらの緊張感の中で避難訓練を行いました。 
訓練終了後は、職員で避難誘導や連絡体制について意見交換を行い、改善点や注意すべき点を確認しま
した。さらに消火器を使用した消火訓練も実施し、万が一の火災発生時に落ち着いて対応できるよう、初期
消火の手順を改めて確認しました。 
これからも、施設を安心して利用できるよう、日頃から防災意識を高めていきたいと思います。 

第241期新任役員研修会      

沼狸八兵衛 

８月２１日(金)～２３日(日)第241期新任役員研修会が開催されました。 

全国から３１名の研修生が参加。グループワーク、講義、友愛記念館見学や掛け合いコールなどの行

動学習を通し、組合リーダーとして必要な知識や技術を身に付けました。 

本研修会を通じて様々な事を学んだ研修生達が、今後それぞれの組織の先頭に立ち、運動を牽引し

てくれる事を心から期待しています！  

 

８月28日(金)～29日(土)第15回ヤングリーブス全国代表者会議が９８名参加のもと、友愛の丘で開催さ
れました。初日は情報発信についての基調講演、アイスブレイクなどが行われました。 
会議には、第２８回参議院議員選挙の組織内候補予定者の宮田ゆうさんも参加され、全国のヤングリー
ブスの仲間と交流を深めました。 
２日目、朝礼後に4グループに分かれ、友愛記念館・施設見学を実施。その後、全国代表者会議が行わ
れました。 
２日間にわたり「団結の旗じるしを作ろう」と題しヤングリーブス各ブロックで教室・討議室にわかれて旗
を作成。最後に、制作過程や想いをそれぞれ発表し、ブロックごとの団結を深めました。 

・株式会社ザグザグ(8/3-5) 
・山陽薬品株式会社(8/3-4) 
・明誠学院高校 
      吹奏楽部(8/7-9) 
・大成学院大学 
       ソフトボール部(８/11-１２) 大阪ソーダ労働組合(8/29-30) 

2026新組合員合同研修会 

・中学生野球チーム(８/１２-１４) 
・めだかの学校(８/16) 
・PLEASURE SC(８/1８-１９) 
・ナンバ労働組合(8/１８)など 


